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福島水試研報第5号 昭 和53年3月
Bull. FllkllShima Pγe(. Fish. Exp. Stαt.， No. 5 . Mar. 1978 

福島県沿岸におけるヒラツメガニについて

秋元義正

On the Research of Hiratsume-gani， Ovαliρes 

punctαtus (DE HAAN) in the Coastal Region of F池田him

Yoshimasa AKIMOTO 

{ま じ め

本県で漁獲されるカニ類のうち食用として利用されるものは、ヒラツメガニ、ケガニ、イバラガニ

モドキ、ワタリガニ類、マツパガニ、ズワイガニ、ベニズワイガニ、等が主である。このうちヒラツ

メガユ、ワタリガニ類、は沿岸近くで刺網、カニ龍、小型底曳網、等で漁獲される。ケガニ、マツパ

ガニ、ズワイガニ類、は沖合で底曳網で漁獲され、イバラガニモドキ1)、は治合で主にカニ簡で漁獲

がみられる。

近年沿岸のヒラツメガニ 2) Ova/'叩 es punctαt us (D E H A A N )の漁獲は著しい伸びをみせて

いるo 以前は漁獲対象魚種として注目されていなかったが、昭和40年頃より需要が場大し最近では沿

岸の重要漁獲対象魚種とされている。ヒラツメガニの生態等については、小沼 3)(1975)、亀井 4)

(1976)、佐々木他 5) (1976)等の報告がみられる。本県のヒラツメガニに関する生物学的知見は極

めて少なく、ほとんど知られていない。

筆者は 1972~1973年に当場で実施された北太平洋栽培漁業基本調査および、 1974年 8 月 .11 月.に

福島第一原子力発電所沖で試みた資料を整理して、ヒラツメガニに関する若子の知見を得たのでここ

に報告する。本論に入るに先だち、標本採集、また測定等にど協力頂いた当場職員、高越哲男、大和

田淳、両氏に感謝の意を表する。

材料と方法

全体の調査位置を図 1にしめす。 1972年4月から、 1973年2月にいたる問、図 2、園 3にしめず。

県南菊多滞と、県北磯部大浜の砂浜域において小型底曳網(餌料曳網)で採捕したヒラツメガニ 7661

個体を材料としたo 採集方法は、水深 5m帯、 10m帯、 15m帯、にそれぞれ両地域とも定線を定め、各

定線をほぼ毎月、定期的に漁船 (3t)により曳網をした。 1回の曳網の距離はほぼ 2Ii加とした。

県中海域のヒラツメガユの漁獲は、 1974年8月23日、 11月13目、の 2回、図 4に示す。福島第一原

子力発電所沖を中心とした海域に加点を定め、 5m、 10m、15m、却 m、の各水深で刺網試験により

採捕したヒラツメガニ、 8月お日、 1070尾、 11月13日、 491尾、計1561個体を材料とした。



図4・福島第一原子力発電所沖刺網試
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日，ガニの季節的移動及びヒラヅメガ

Z33;;Lμ一、請戸、臨島、錦、各漁

協に所属する漁船のうち、 5隻を標本船として抽出し、

これ等標本船に毎月の漁獲記録を記入さぜ、その日干を

そう:;;工程令官官二Tおよ主
で水試へ持ち帰り、甲信長、体重、脚別、甲殻の硬さ

2521主12111:出
わなかったo漁獲統計は県漁獲統計及び組合の漁獲日誌、

を使用した。
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図1 調器開5.10.15m'e-畑山集海域

調査海域5・41ま剰解毒魚獲試験実婚毎域

調査海域5・は標本漁船操業海域

果
全土
中日
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(1) 成長

ヒラツメガユの成長をみるため、菊多1簡で採捕した個体の甲幅長組成を階級 0.5cmごとに採集月日

別に図 5に示す。
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1972年
4月27日

古月 23日

6月20日

1972年 4 月のは甲幅長 8 棚~101 棚の広範囲に

わたって採捕され、モードは却棚の小型ガニ群

と60棚の成カF ニ群にみられる。成ガニは雌より

維がやや大きく、モードは雄ガニで 75mI1I、雌で

65棚、にみられ両者に 10mn程度の齢:みられる。

小沼(1976)は甲幅長 1 棚未満~25 m111級の小

ガニ群が茨城県沿岸で 3 月 ~5 月に現われ、同

時に 70棚~1∞棚級の大ガニ群の存在もみられ

ると報告している。本県の場合も 3月には小ガ

ニは出現していないが、 4月から 6月にかけ小

7月288 ガニが現われている。このことから茨城県と本

県沿岸でのヒラツメガニの産卵期はほぼ同じ時

8月23日 期とみてよいと考えられる。

9月21日

11月1日

12月5日

1973年
l月31日

2月9日

2月 14日

いわき(四倉前)

3円23日

いわき(四宮前)

11 12 
甲幅員(田)

5月回目には小型ガニは前月より小さくなり、

モードは 5慨に出現し、前旬の20棚級は僅かに

みられたにすぎない。成ガニは雌維ともモード

は前月より 5棚程度伸びをみせているが、やは

り雄ガニが雌ガニより大型である。

6月初日は水深 5mで、10棚未満の小カeニが12尾

採捕された。それ以深では小型ガニは皆無であ

フた。前月までみられた95棚以上の大型ガニが

みられなくなった。

7 月に入ると 4 月 ~6 月に出現した小型ガニ群

の成長した群が主体となり、申幅長30棚に雌雄

とも同じモードがみられ、その他に9OmI1I級の大

型ガニが僅かに出現した。問棚~1∞棚の大型

ガニの大部分はどこかに姿を消してしまった。

8 月以降は 4~6 月に出現した小型ガユが成長

した単一群のみとなり、甲幅長組成から時期別

経過の成長がよくわかる。

8 月 23 日には30棚~65棚の範囲で、モードは雌維

とも40mI1Iにあり、雌維の差Ii>みとめられない。

図6.菊多浦における月別じラツメガニ甲幅長組成 9 月 2 日には45棚~70棚の範囲で、モードは雌

刺網試 ; 射線部分は小型力ニ雌雄を区分せず、黒部分 維とも55棚にみられ、前月より15mI1Iも大きくな

は維ガニ、白部分i立雄ガこ っている。 9月までは小型ガニの雌維による甲

幅長の差はみられない。このことはこの時期ま

で雌雄の成長の差がないことを示している。

11月 1 日には 5伽l1ll ~80棚の範囲に分散し、モードは雌で65棚、維で、70師、と両者に成長の差がみられ

る。 12月 5日にはほとんど甲幅長の範囲は前旬に変らなし、.これは水温の低下にともない成長が遅く
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日三警警警璽

れることと、 tllt-eu.胞卵ガニが出現し成:がti;:;:;:!;LZLEL~9山広がりを

;i:!::232CTiti;;ぷも成長が止まれ甲幅長の範囲、及びモード仰がλ

ヴメガニの採捕状百
(幼菊多浦でのヒフ'//-IJ 日 J 

県南菊多浦漁場で採捕したヒラツメ刀←号

深別、月別、に採捕尾数を調べTこ結果を表

:;みとも全体の傾向として採捕尾数は 9

ら12月に多いようである。年聞を通じて採

数が最も多かフたのは、水深10mで、 5484

次いで 15m、部5尾、 5ml1. 1075尾と最も

8月24日 かっTこo

とも減少している o 9月は 5mでの記録t

B 日 が 10mでは年聞を通じ、最高の漁獲昆i

3j鈎尾が採捕されている。日も 8月?

加しているが、 10mと比較するとあまり ι

ぃ。 11月には 5m、10m、ともみられず

ム時 捕 さ れ て い る o 9月に最高に

(%) 
1972年

4月27日

5月26日

6月23日

7月27日

7Fl27日

8月24日

自円 24日

8月24日

8月25日

られないo 伽モード附師、雄仰であるの

再び水温の上昇期に入る 4月頃になると小型d

雌ガニと雄ガニは成長を開始する。その後 8) 

頃までは沖合で甲幅長田-120酬の大型ガユのj

捕がみられるがこの甲幅長組成の年周期がら・

ヴメガニの寿命は 1年半程度と推
ると ヒフ，//-/J

されL。県北磯部f中大州沿岸でのヒラツメi
の甲幅長組成の季節的変化を図 6に示す。聞

のヒラツメガニの甲幅長の季節的変化は県南

多浦とほぼ同じようである o
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ラツメガニはどこかへ移
Tこ水深 1ωηのヒ

姿を消している。しかし12月に入る日

で 1144尾が採捕され、 15mでは 381尾」

図6 相 馬 海 樹 こ お け る 俳ラ川ニ甲;よみ 足立二二、ユ広:rT!
黒部分は錐ガニ、白部樹立雄ガニ 象とした漁業は営まれていないので主主1

生息量を示していると解釈してよいとl

よ出合コココ;ニt12TZ;ciJ1立12TTtY22?:
8月以降はみられなくなる o
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表1.菊多浦における月別、水深別底曳網による七ラツメガニ採捕状況

月.日 19月72 
1973 

水深 41127日 5.23 620 7.28 8.23 9.21 11.1 12. 5 12.27 1.31 2.9 2.14 3.23 H 
項 目

全尾政 77 10 24 464 67 。 353 63 17 I.W5 

全重量(g) 1. 753.7 :>10.5 1.042.4 4.135.1 148.6 。 18.200 5.3偲.4 1.131 33. 591. 0 

5 古尾紋 8 5 7 99 28 26 43 5 221 

町、 ♀尾 I1 12 。 1 125 38 42 20 12 ぉ。
2平不明尾!i 57 5 16 部。 1 。 。 。

339 

ヤワラ尾政 1 。 。 14 4 5 9 l 34 

全尾tt 63 14 47 220 59 3.289 。 1.144 490 III 47 丘綿4

全重盛 (g) 4.650 .0 1.531 3.852.5 2723.8 1.436 129.1回 。 72.079 24.船O 8.213 3.578 お1.969.0

10 古尾 ti 30 7 23 100 35 61 43 29 64 24 416 

m ♀尾数 21 7 24 120 23 52 93 38 47 23 448 

t♀不明尾11 12 。 。 。 1 3.176 1.010 1 。 。 4.加。
ヤワラ庵主t 。 。 。 60 5 18 13 l 17 8 122 

鎧君主 122 4 21 η9 65 初6 666 381 7 36 28 2.365 

全重量句) 67'ω.0 484 1.937 8.379 1，612 12.850.0 38.323 20.969 伺1 3.句7 960 95.912 

15 古尾歓 29 2 11 51 32 77 53 5 23 15 298 

m ♀尾数 83 2 10 43 30 53 83 2 13 12 おl

2♀不明尾位 10 。 。日5 3 536 245 
。 。 1 1.430 

ヤワラ尾数 。 。 l 20 2 27 13 。
8 2 73 

全尾紋 262 28 92 1.413 191 359.5 666 1.毘5 倒3 III 70 53 75 5. 688. 5 

生重量 (g) 131臼 72555.5 6831.9 15.237.9 4.534 141.956 3.832.3 93.048 43.0曲 8.213 5.903.4 4.168 4.538 346， 981. 7 

計

苫尾11(%) 67 (36.6) 14(61) 41 (53.9) 250(48目295(51.0) 61恒3.0)77恒9.2) 96(35 .3) 55(40 回目) 制 (57.7)48(68.5) 28 (52.8) 3宮(52.7) 宮35

♀尾敏(ね 116(63.4) 9(39) 35(46.1) 268(51.8 91 (49.0) 52 (47.0) 52(40.8) 176(64 .7) 80(臼 .2)47付2.3)22(31.5 25担7.2)35(47.3) 1.∞8 
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(紛水深別のヒラツメガニの分布 カ 水深別の甲幅長組成を図 7に示すo この図
4月から 6月までの菊多浦で採捕されたヒラツメ F ユの

からヒラツメガユの水深別の大きさが比較出?;レ削減 S同傾長却棚級群が最も多くみられ

山 f.1I
"::-10 

~l却
~2" 
竺10

水深 10m、15m、では小型ガニは僅かである。しかし、

各水深とも甲幅長50冊以上の成カF ニが生息しており、水

深 5mでも10伽m緋η大型ガニも現われている。 5月23日

は水深 5mで、甲幅長10棚未満から30mm級の小型カ‘ニが

出現し、大型ガニは75~剖棚級がわずかにみられたo 水
深 10mは、甲幅長1伽聞が僅かに現われたが、大部分は甲

幅長50棚から95棚級の越冬ガニが主体である@水深15m

では小型ガユは全く出現ぜず成ガニのみがみられたo

6月20日は水深 5mで甲幅長20棚以下の小型群がみられ

同時に50棚以上も出現した。水深10m、15mでは、甲幅

長35棚から40棚のカニが僅かにみられたので、主体は50

棚以上である@

このように 4月から 6月の甲幅長30棚以下の小型ガニ

は、主に水深 5m以浅に出現し、成長するにしたがって

深みに移動する傾向がみられる。また水深 5mは10m、

15m、と比較して大型ガニの生息は少ないようである。

この時期の雌維の割合は表 1に示したように、水深別に

雌維が分離して生息していることはみられなかった。

佐々木他(1976)5)は若年ガニは雌雄とも沿岸域に分

布し、成体ガニへの移動期に分離が行なわれていると述

べている。菊多浦の 4~6 月の資料は、若年ガニのため

図7・菊多浦の水深別じラツメガニ甲幅長組成 分離が行なわれないわけでなく、図に示した月別甲幅長

4112711 ぶtま5同

開

制

加

四

日

4112711 水深10肺

同
岨
油
田
叩

組成の変化からみれば、この時期に採捕されている甲幅

長印刷以上のカニは成体カニに属するので、大型カニでは分離生息がみらなぷ齢比較す山

この調査では水深 15mまでの資料であるので、 それ以深のヒラツメガニ t

311誌でて???;:資問主主県第一原発電所沖合の水深iJlJの刺網漁獲試験で採捕さ

れた、ヒラツメガニの甲幅長組成を雌雄別に、図 8、図 9に示す。

8月引にわた結如水深 5 mでは維の?でで:t竺;t:;な;LL2222fo
TJ7:;:fzi;ニ;;Liz;;f比ιてもそれほど差はみ山い。雌捕の差は若干み

られ、維が大型の傾向がみられる@同じ調査点の 1974年 11月 13日の調査結果は、図 9にみられるよ

うに水深 5m、10mでは雌維が混獲されたが、 20m、25m、 とも雄ガニのみが漁獲され、雌ガニは

122正出抗出五日出品百日
間45棚~邸側級で、水深お mでは田~仰の大型ガニの雄のみが採捕された
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図8. 本県中部海域水深別じラツメガニ申幅長組成

漁獲試験月日 1 9ワ4年8月23日

漁獲場所第一東京電力原発沖(図1.3海域〉

図9.本県中部海域水深別じラツメガニ甲稿組成

漁獲試験月日 1974年 11月13日

漁獲場所第一東京電力原発沖(図1.3海域〉型ガニ

ぶって i 佐々木 (1976)は宮城県関上、福島県原釜両地域において、刺網、底曳網の漁獲物中から計21回の

LOm、 ; 標本採集を行って、その結果分布は沖合印 -60mに雌、各岸 5-却 mに維という顕著な分離成群性

あるo を示すと報告している。

深別に ? 著者の調査によると、ヒラツメガニは雌、維が分離して採捕されることがしばしばみられることから

た。 分離群もみられるが、水深によって分離区分が明確なものではないように，思われる。

域に分 i 本県の市場では雌、維により販売価格が異なるので、漁民が船上で漁獲物を維と維に分けて、得、龍

ると述 i 等に入れ市場に出荷しているので調査の場合注意する必要があるo

のため

l甲幅長 (4) 甲幅長と体重の関係

、る甲幅 i 漁獲されたヒラツメガニの甲幅長と体重の関係を、脱皮後の軟甲個体及び抱卵個体を除き、.w=aLb

の関係を月別、雌雄別に求めた。

「るため その関係式は

雌 4月 w = 0.33317 L 2• 72700 雄 4月 W = 0.21751 L2.94884 

5月 W= 0.21923L3.01210 5月 W= 0.19288L3.08038 

6月 W= 0.39748L2.66626 6月 W= 0.21095L3.02131 

7月 W= 0.36394L2.66795 7月 W= 0.38720L2.62818 

8月 W= 0.63879L2.33280 8月 W= 0.58624L2.41371 

9月 W= 0.53771L2.47576 9月 W= 0.27494L2.86250 

11月 W= 0.82080L2.20780 11月 W= 0.28256L2.84537 

12月 W= 0.33784L2.72472 12月 W= 0.18839L3.05015 
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(5) 標本漁船のヒラツメガニの漁獲量

県漁獲統計は表 2に示してあるが、カニ類を種別に分類してないため、ヒラツメガニの漁獲量の月別

変化を調べることは出来ない。

鹿島、請戸、富熊、久の浜、各漁業の標本漁船の漁獲日誌を整理したヒラツメガニの漁獲量を図10に
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表2.年次別本県カニ類漁獲高及び

昭和 47年度漁港別カニ類漁獲高

示す。主な漁獲量は図1dから明らかのように 1975伯こは

4月から 5月に漁獲量がのび、 6月にピーグを示し、そ

の後、 7月、 8月と減少し、再び 9月、 10月に漁獲のや

特別カニ類漁獲量 lLL32品 ゃ回復がみられる011J1以降は再び減少し、ロ月から 3

ー 月まではほとんど漁獲がみられない.. 1976年には漁獲の

27 54，292 卜勿 来 5，4叩 ピーグが 5月と 6月にみられ、 9月以降は次第に減少し

i jillii1;iij1113抗措出昨
2 33; I2 3 ;;3 31h網は一般の刺網より漁獲効率は良好でほM附ぼ叩

34 7 

;2; ;以::涼:2zi同2倉iγγ2幻1竺つTf古枕田?ま詑:注;立2出Z計出出?江鴻L蒜孟2孟ニぶ山LLζニ二1立立;z辺r:立rJf月ぷ:二;己出?tJζ
37 1 ， 1臼:~~9 I久 之 浜 田，山 悦越した大型カニの漁獲により、また秋は 4月-6月

38 ，鮒，咽 l富 熊 M∞ に出現した小型ガニが成長し漁獲されるためのようであ

39 一|請戸 46，016 るo

40 175，沼|鹿 島 20，218 先三に述べ岬多浦では 5月-6月-7月の漁獲ピーグ

41 239，185 I相馬路 胤必5 は顕著でなく、むしろ 9月~閉噴にピーグがみられる C

2 22i新計地よ::zif322Z:::;;出?温の低下とと

44ケガ1922話 ¥ (単位均) 標本船のヒラツメガニの漁獲高の傾向が漁船全体と一致

45ケガ24:務 | しているかどうかを調べる凶、ヒラツメガニの漁獲量

6ケガ試鍔 | を請戸漁協組合の漁獲日報を整理して図配示す。

47ケガ詰;誤 | 組合の漁獲高の月別変化も春先に大量の漁獲がみられ

さらに 10月-12月頃止やや漁獲が再びみられ標本船と漁獲傾向はほぼ一致している。
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図11・本県中部海域(図1.5海域)における標本院

の刺網1反当りのじラツメヵーニ漁獲量の月B

変化 実線は標本i魚治全刺網によるじラツ
メカ'ニの車11網1反当リ漁獲量点線は標本漁
船のうち力ニ車11網によるじラツメガニの1反

当り漁獲高

図10.本県中部海域漂本漁船によるじラツメガ二月

別漁獲変化

実線は標本J魚船全刺網による月別じラヅメガ
ニ漁獲量点線は標本漁船のうち力ニ刺綱こ
よる月)jiJじラツメ力'ニ漁獲量

緩|



(6) 県中域のヒラツメガニの分布状況

1974年 6月より 19布年 3月まで鹿島、請戸、富熊、久

之浜、の標本船の操業日誌からヒラツメガニの漁獲位置

と漁獲量を月別に図13に示す。

図からヒラツメガこが冬期は漁場が沖合に形成される傾

向があり、春から夏にかけて沿岸に接岸する傾向がみら

れる。漁獲された水深は 60m以浅で、浅いところでは水

深 2mでも漁獲がみられている。ヒラツメガニはどこで

問)も漁獲されることはなく、県中域の主漁場は新国)11以南

図12.49年度誇戸漁協じラツメガ二月別 から誇戸川以北のおよそ水深 60mまでの海域と、富岡)11

水揚魚獲量 (K9) 以南と浅見川以北の水深 30mの海域である。 請戸)11以

南、熊川以北の海域はほとんどヒラツメカやニの漁獲はみ

られない。

北側の漁場は水深 60mまで漁獲がみられるが、南側の漁場は 30m以浅で、 30mより沖合ではほとんど

漁獲がみられない。

単位漁獲量の多い漁場も月ごとに変化がみられる。また漁場も毎丹変化がみられる。このことはヒラ

ツメガニは安定した住み場をもたず、たえず移動しているためであると思われる。
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グ 3 ヒラツメガニの生息水深について、亀井 (1976)は水深別の採捕個体の割合を報告しているが、水深

」るo 5 m、 15m、帯で各々 0.89， 0.11 で水深 45m帯ではまったく採捕されなかったと報告している。

，と 5 この報告と比較すると本県のヒラツメガユの分布は沖合まで生息している@しかし茨城水試(1971) 

はヒラツメガニの主分布海域は水深 1∞m付近までと報告している。

ー致 5 本県の小型底曳の漁獲記録によれば、主分布海域は水深 60m以浅で、それ以深はまれに採補される

E量 三 ことがあるが、ほとんど生息はみられない。

丸、 (7) 雌維の季節的変化

菊多浦で採捕した水深別、時期別のヒラツメガニの雌

維の割合を図 14に示す。

雌雄比は 4月の水深 5mで雄が多く、 10mは雌が多く、

15mで、は雄が多くみられる。 5月は 5 mで、雌のみの単一

群で10m、15mはほぼ同じ割合である。 6月も 5月と同

様であるが、 5 mで、僅かに維が多い。 7月、 8月、 9月

はほぼ雌雄が 1: 1となり、 12月は各水深とも維が多く

1月、 2月は雌が多く、 3月は再び同じ割合になってい

る。このように、菊多浦の15mt/，浅ではほぼ年聞を通じ

て雌雄のヒラツメガニが生息していることがわかる。時

期により雌雄比は若干変化するが、佐々木 (1976)が報

告しているようにヒラツメガニは沖合同 ~60m 層に雌

沿岸 5~ 20m 層に維という顕著な分離はみられなかっ

た。夏期に峰雄が 1: 1になるのは交尾時期のためと思

われる。
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図14.菊多浦沿岸の水深別雌雄割合
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図13-1・6月・ 7月のじラツメガニ分布

図13-2・8月・ 9月のじラツメガ二分布

図13-3.

図13-4・ 12月・ 1月のじラツメガ二分布

図13-5.

図13-6. 1974年6月日 1975年5月まての

県中j毎域におけるじラツメガニ漁獲分布
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(紛抱卵

菊多浦で採捕したヒラツメガニの月別の抱卵カニの出現状況をみたのが図15である。菊多浦で採捕

された総尾数 7，倒尾のうち抱卵カニの尾数は総数で 12尾でごくまれに出現する程度であった。

20 

出

jm1 
5 .. 

1 k 平-...←→

I 4 5 6 十 8 9 io U i2 i i i (月)

図15.月別菊多浦抱卵じラツメガニの出現割合

抱卵カニがみられたのは 4月に 5尾、 5月 1尾、 6月 1尾、 11、12月に各々 1尾、 1月にはみられ

ず、 2月 1尾、 3月に 3尾みられた。 7、8、 9、 10月には現われなかった。

小沼(19マ6)、亀井 (1976)の報告によると、抱卵カニの出現は 7月、 8月、 9月を除く各月にみら

れ、出現割合は茨城で却~ぬ%、神奈川 5.3-26.2%と大量に出現している。

菊多浦のヒラツメガニでは、このように大量に抱卵カニがみられていない。

茨城沿岸では 10月に抱卵期がみられるとのことであるが、本県では 11月に 1尾みられた。

資料として少ないが、 7、 8、 9、 10月に出現しなかったことは、甲幅長組成の季節変化の資料を考

えると、やはり、小沼が報告しているように、抱卵期は 10月頃から始まり、 4-5-6月頃まで続く

ようである。

1田7年 5月別日請戸漁協に水揚げされた雌ガニ、 244尾の抱卵ガニの割合を調査した結果盟.1%で

あった。このように抱卵ガニの出現が、小沼、亀井の報告のように高い割合で漁獲される漁場もみら

れる。このことから、菊多浦の浅海域に小型ガニが出現するが産卵場所はこの海域(15 mtJ.浅)でな

くもっと沖合でないかと推定される。

なお、菊多浦で 5月から 6月下旬にかけ、シラウオ曳に大量に採捕さ・れるゾエアは飼育試験の結果は

ヒラツメガニでなかった。

このゾエアはシヲウオ、シラス、等に混獲され、ゾエアのトゲで魚体にささり除去することがむずか

しく商品価値を低下させている。また曳網がはちきれるほど大量にこのゾエアが出現することもある。

(9) 食性

ヒラツメガニの胃内容物をとり出して検鏡したが、魚の骨、耳石、椎骨、蛋白質のかたまり、等

から魚を掻餌していることがうかがえたo さらに魚のうち耳石の型からは磯魚の幼魚、カレイ類の稚

魚、と推定された。その他に明確なものとしては、カシパン、ハマノチヨガイ、エゾバカガイ、ヤド

ガニ等の破片部分が観察された。胃内容物で多いのはいずれも砂利、泥、であった。

要 約

1972年 4月から 1973年 2月まで県北、県南の砂浜海域を連続的にヒラツメガニを採集する機会を

得、その生態について次の知見を得た。

1. 4月の甲幅長は 8棚-101棚の広範囲にわたる o モード 20mmの小型ガニと、 60棚の成ガニの

二群がみられる。

2. 4月-6月に甲幅長 30棚以下の小型ガニがみられる。 それ以降は小型カニは出現しない。小
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Ii:;?tTTitiitzz:fL成長した群仰なれ7カニは出現山、。

4・ 5月に甲幅長 前後個体は、 7月に 30側、 8月40側、 9月55 ー 11月65冊目に成長する 0

11月以降は水温:;下の:めかあまり成長が認められなし o 9月頃まで雌維の成長の差は認めら

れないoそれ以降は雄は雌より成長が良く、大型になる。5 菊多浦では水深削仰1叩山Om川山で引5似尾、 臼山m川でで、剖m揃5晴尾、 5m州州tは刊主

;す:Ljたj措?;正i5:J広ii山i山;広;叫iぷiぷ五;出五皆訟配?ifj出7J記ii正日ig日i2日計出j五5日去記丈ニρ;ご:るこ一れなカヲ

: ;忠;?f士r:TTう?;f3出2立t岱出:記?注出:詰:誌;:与込均炉動蜘カ山山多獲山時糊期は削吋5月rド~寸7リ
月

とf:ケr月勺;了fffJ23;沖合同成され、春和秒糾カか帥ミもら夏…一一叫られ

九る。漁獲された水深削tは主 6冊Om以浅で惜浅いとこ
11. 雌雄の割合は 7月、 8月、 9月tは主ほぼ 1: 1で られる。その他はやや雄が多かつTたこり、雌が

JLμAぷι:ヒ:コ;ど7::;rT??子入¥、江5J:γ?行汁;?5よ以t;;、!「主tiT???:?穴口主で勺?コ;:;:iぷ;と:7月から州にtは土動

れなかったo 菊多浦での抱卵カニば 7661尾中、 12尾でごくまれに出現する程度であった。
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